




























1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まだ小さくかわいい翼を守り、やがて大きく旅立つまで、 
健全に育成し続ける広報紙（名付け 元町 若林恵美子氏） 

発行日：令和７年１２月１日 

発行元：美幌町青少年育成協議会事務局 
美幌町民会館内73-4187 

 

町民の皆様には、日頃より青少年健全育成活動に対しまして温かいご支援をいただいて

おりますことに心より感謝申し上げます。 

 

さて、１０月１９日(日)に第２２回「明るい家庭づくり」絵画コンクールの表彰式を町

民会館で行いました。コンクールには、町内の小中学生から９６点のご応募をいただき、

その中から１１名の方が入賞されました。また、公益財団法人北海道青少年育成協会が主

催する「こどもまんなか」絵画コンクール２０２５に全作品を応募した結果、小学生の部

で１名が特別賞（大会スポンサーであるキューピー（株）の賞）に、３名の方が佳作にそ

れぞれ入賞されました。これらの作品は、去る１１月１日から３日まで第７５回美幌町文

化祭の会場において展示を行い、多くの方にご覧いただきました（詳しくは、本誌２ペー

ジをご覧ください）。 

  

また、１１月８日(土)、第４１回美幌町「少年の主張」大会を町民会館びほーるで開催

しました。出場した小中学生８名は、自分たちの身近な様々な課題に視点を持ち、それぞ

れの言葉で堂々と発表されました。中学生の部で最優秀賞を受賞した北中学校２年田島美

琴さんが、来年度オホーツク地区大会へ美幌町代表として出場する予定です。是非がんば

ってほしいと思います（詳しくは、本誌３ページをご覧ください）。 

 

 ２学期の終業日と３学期の始業日に見守り声かけ運動を行います。ぜひ、ご協力くださ

い（詳しくは、４ページをご覧ください）。 

 

青少年育成協議会では、これからも多くの町民の皆様と連携しながら、未来ある子ども

たちの命を守り、心を育むため、安全・安心な町づくりを進めて行きたいと思っています。 

今後とも皆様のご理解とご協力の程よろしくお願い申し上げます。 
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神作慶人（東陽小４年） 
「おまつりに行ったよ」 

髙橋莉子（東陽小４年）  
「花火大会」 

黒田なつ美（美幌中１年） 
「家族と至福のひととき」 

黒田芽生（美幌中３年） 
「この子達も大切な家族」 

石澤未琴（美幌中１年） 
「ペットも家族」 

第２２回美幌町『明るい家庭づくり』絵画コンクール 

菅原悠矢（美幌小１年） 
「どうぶつえんにいったこと」 

伊藤 雫（東陽小４年） 
「お母さんのおてつだいしたよ」 

 

千葉結翔（旭小１年） 
「ぱんけーき」 

長谷川颯亮（美幌小１年） 
「すいぞくかんにいったところ」 

『 こ ど も ま ん な か 』 絵 画 コ ン ク ー ル ２ ０ ２ ５  

髙槻ひより（美幌小１年） 
「げーむせんたーにいったこと」 

堂藤愛菜（美幌小１年） 
「すいぞくかんにいったこと」 

林田依翔（美幌小１年） 
「かぞくとかいものしたところ」 

髙橋伽衣（東陽小４年） 
「明るい家庭です！」 

髙橋伽衣（東陽小４年） 
「明るい家庭です！」 

古川陽太（旭小１年） 
「パンチングマシン」 
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 １１月８日(土)、町民会館「びほーる」において第４１回美幌町「少年の主張」大会が開催され、

町内小中学校から小学生４名、中学生４名の計８名が出場しました。自分らしく生きることの大切

さ、囲碁や将棋が精神力、集中力や先を見通す力を身に着けることができること、不登校について、

自然災害への備え、自分の意見を持ち人の意見も尊重する大切さ、命に感謝し栄養に気を付けて食

事することなど、今私たちの生活を取り巻く様々な課題に目を向け、自ら調べ上げ、それぞれの思

いや願いを大切なメッセージとして自分の言葉で力強く、多くの関係者の皆さんの前で堂々と発表

しました。 

小学生の部最優秀賞の赤塚さんは、インターネットは便利で飽きることはないが、反面中毒性が

高いためルールを決めることが大切だ。知らない人と簡単につながるので危険性もある。これらに

気を付けながらインターネットと付き合っていきたいと発表しました。 

中学生の部最優秀賞の田島さんは、「ほくろ」をキモイと言われたことでそれを隠すようになった。

母にほくろを取りたいと相談したら「それは、神様がつけた目印かもしれないよ」と言われたこと

で、お守りのような存在に変わり個性と思えるようになった。お互いに個性を認め大切に助け合え

る社会になればいいと主張しました。 

出場された児童･生徒の皆様、審査委員の皆様、司会を務めた先生と生徒の方々、学校関係者の皆

様、リハーサル等にご協力いただいた保護者の皆様、来場された皆様など多くの関係者の方々の多

大なるご尽力により無事開催できましたことに改めて心より深く感謝申し上げます。 

小学生の部 最優秀賞 
赤塚真琴さん 

（旭小学校６年） 
「オンラインゲームとの  

付き合い方」 

第第４４１１回回  

中学生の部 最優秀賞 
田島美琴さん 

（北中学校２年） 
「個性の良さ」 

来年度開催のオホーツク

地区大会に美幌町代表と

して出場する予定です。 
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子どもたちの登下校の安全を見守る活動への多くの皆様のご協力をお願いいたし 

ます。登録は無料で、ご登録頂いた方に黄色の缶バッジをお渡ししています。 

【申込先】美幌町民会館（美幌町東２条北４丁目９番地 73-4187） 

 「子どもみまもり隊」の一斉活動日として、町内小中学校５校の終業日と始業日の    

登校時に見まもりと声かけ運動を下記の日程で行います。 

ぜひ多くの「みまもり隊」の皆様のご参加をお願いいたします。 

 

１「子どもみまもり隊」一斉活動日 

学校名 ２学期終業日 ３学期始業日 

美幌小学校 

東陽小学校 

旭 小 学 校 

１２月２４日

(水曜日) 
７：４０～８：１０ 

１月１６日 

(金曜日)  
７：４０～８：１０ 

美幌中学校 

北 中 学 校 

１２月２４日

(水曜日) 
７：５０～８：２０ 

１月１６日 

(金曜日) 
７：５０～８：２０ 

 

２ 集合場所 

・最寄りの学校の玄関前に時間までに缶バッジを身につけてお集まり下さい。 

・受付で氏名を報告し、手持ち旗を受け取り、見まもり地点に移動をお願いします。 

・複数人数で２～３ヶ所に分かれて、学校付近の交差点に移動し、声かけ運動を   

行います。 

 

３ 活動内容 

・通学の様子をご覧頂き、交通ルールを守り、明るい挨拶ができるよう 

「おはよう」「いってらっしゃい」「気を付けてね」など 

温かい声かけをお願いします。 

 


